
　

新
年
度
に
入
り
、
新
し
い

学
校
生
活
を
迎
え
ら
れ
た
保

護
者
の
皆
様
、
お
子
様
の
ご

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
日
頃
よ
り
、
私
学

保
護
者
会
連
合
会
の
活
動
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
加
盟
校
の
皆
様
、
今

年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
感
染
症
の
拡
大
と
、
2
度
に
わ
た
り
発
出
さ
れ

た
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
に
よ
り
、
本
会
も
5
月
の

定
時
総
会
を
書
面
総
会
に
変
更
、
講
演
会
な
ど
の

研
修
事
業
を
中
止
に
す
る
な
ど
、
活
動
に
大
き
な

制
約
の
あ
っ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
１

年
度
も
、
現
時
点
で
は
ど
こ
ま
で
活
動
で
き
る
の

か
全
く
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
各
校

か
ら
本
会
に
出
向
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
役
員
の

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
よ
り
良
い
活
動
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
会
の
最
大
の
活
動
目
的
は
、
県
内
の
私
立

学
校
に
通
う
全
て
の
生
徒
達
の
教
育
環
境
を
、
よ

り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
私
立
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
建
学

の
精
神
を
持
ち
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
教
育
方
針
を

掲
げ
、
特
色
あ
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
保
護
者
会
も
同
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備

し
て
い
く
た
め
の
私
学
助
成
金
の
一
層
の
充
実
・

拡
充
は
各
校
に
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
学
校
の
団

体
で
あ
る
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会
と
我
々
保
護

者
会
の
団
体
が
一
緒
に
な
っ
て
行
政
に
要
望
し
て

い
か
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
前
進
し
な
い
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。

　

新
入
生
を
迎
え
て
新
し
い

年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
今

年
度
も
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
、
生

徒
た
ち
は
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
を
は
じ
め
様
々
な
場
面
で
感
染
防
止
の
た
め

に
制
約
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
協
会
の
行
事

も
中
学
入
試
相
談
会
・
全
私
学
展
・
私
学
振
興
大

会
な
ど
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
そ
の
影
響
が
残
り
ま
す
が
で
き
る
だ
け

の
こ
と
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
中
学
入

試
相
談
会
も
対
面
で
は
実
施
で
き
な
い
も
の
の

Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
な
ど

　

保
護
者
の
負
担
で
あ
る
授
業
料
の
無
償
化
は
、

経
済
条
件
付
き
な
が
ら
進
展
い
た
し
ま
し
た
が
、

学
校
に
対
す
る
助
成
金
で
あ
る
経
常
経
費
の
補
助

額
は
、
神
奈
川
県
は
全
国
で
最
下
位
に
近
い
レ
ベ

ル
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
金
は
、
教
育
施

設
の
整
備
な
ど
の
た
め
に
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
子
ど
も
達
の
教
育
環
境
の
向
上
に
必
要
な
も

の
で
す
。
今
後
も
、
本
会
の
活
動
目
的
に
明
記
さ

れ
て
い
る
「
学
校
教
育
の
充
実
発
展
に
寄
与
す
る
」

た
め
に
、
私
学
助
成
の
充
実
・
拡
充
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
中
止
と
し
た
研
修
事
業
の
代
替
策

と
し
て
、「
私
学
保
連
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
の
特
別
編
集

版
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
、
保
護

者
の
皆
様
に
知
っ
て
お
い
て
頂
き
た
い
情
報
を
お

届
け
で
き
た
こ
と
は
、
十
分
に
意
義
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
活
動
が
大
き
く
制
限

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
役
員
の
皆
様
と
知
恵
を

絞
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
に
は
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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私
学
保
護
者
会
連
合
会
の

活
動
目
的
に
つ
い
て

生
徒
に
寄
り
添
う
神
奈
川
私
学

も
あ
り
年
度
後
半
か
ら
は
以
前
の
状
況
に
回
復
し

て
各
校
の
教
育
活
動
が
で
き
る
よ
う
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
学
協
会
で
は
、
昨
年
の
困
難
な
状
況
に
あ
っ

て
も
６
月
に
不
登
校
生
徒
の
た
め
の
修
学
支
援
セ

ン
タ
ー
を
私
学
会
館
に
開
設
し
ま
し
た
。
当
初
は

中
学
生
だ
け
を
対
象
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
は
高
校
生
の
利
用
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
の
修
学
支
援
セ
ン
タ
ー
は
生
徒
た
ち

の
シ
ェ
ル
タ
ー
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
回
復
の

き
っ
か
け
を
作
り
、
や
が
て
原
籍
校
へ
復
帰
す
る

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
学
習

サ
ポ
ー
ト
、
生
徒
同
士
の
交
流
を
促
進
す
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
相
談
な
ど
も

受
け
ら
れ
、
原
籍
校
復
帰
へ
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
全
国
で
も
私
学
に
通
う
生
徒
の
た
め
に
こ
う

し
た
複
合
的
な
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
の
は
神
奈
川
私

学
だ
け
で
す
。

　

２
０
２
１
年
度
の
高
校
入
試
に
お
い
て
も
授
業

料
の
補
助
が
充
実
し
て
き
た
こ
と
か
ら
私
学
へ
の

進
学
を
希
望
す
る
生
徒
さ
ん
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
定
員
割
れ
の
状
況
は
む
し
ろ
公
立
高
校
で
も

深
刻
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
学
費
の
差
が
な

け
れ
ば
ぜ
ひ
私
学
へ
通
わ
せ
た
い
と
い
う
保
護
者

の
皆
様
の
要
望
は
以
前
よ
り
根
強
く
存
在
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
休
校
期
間
中
も
私
学

各
校
が
い
ち
早
く
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
対
応
し
た
こ
と
な
ど
も
私
学
教
育
の
良
さ
を

評
価
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
加
盟
各
校
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
活
か

し
な
が
ら
も
、
と
も
に
歩
む
神
奈
川
私
学
と
し
て

連
携
を
深
め
て
い
く
方
針
で
す
。
生
徒
一
人
当
た

り
の
経
常
費
補
助
金
を
国
の
財
政
措
置
額
ま
で
引

き
上
げ
る
こ
と
は
神
奈
川
私
学
の
悲
願
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
悲
願
達
成
は
有
権
者
で
あ
る
保
護
者
の

皆
様
の
強
力
な
後
押
し
が
必
要
で
す
。
今
年
度
も

明
日
を
夢
見
る
若
人
た
ち
の
た
め
に
協
会
は
保
護

者
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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私
学
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
教
育
に
お
け
る
私

立
学
校
の
果
た
し
て
い
る
役
割
や
県
内
約
百
五
万
人
の
児

童
・
生
徒
等
の
約
二
十
五
％
に
当
た
る
約
二
十
六
万
人
が

在
学
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

　

①
教
育
条
件
の
維
持
向
上

　

②
児
童
生
徒
の
修
学
上
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

　

③
学
校
運
営
の
健
全
性
の
向
上

の
三
つ
を
柱
に
様
々
な
助
成
を
従
来
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
　
当
初
予
算
編
成
方
針

　

令
和
三
年
度
は
、
危
機
的
な
財
政
状
況
の
中
、
県
主
催

イ
ベ
ン
ト
や
国
外
派
遣
の
原
則
中
止
・
延
期
等
と
い
っ
た

徹
底
し
た
事
業
見
直
し
に
加
え
、
県
債
や
財
政
調
整
基
金

の
活
用
な
ど
必
要
な
対
応
を
図
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
医
療
提
供
体
制
の
維
持
や
県
内

経
済
の
着
実
な
回
復
に
向
け
た
施
策
を
的
確
に
、
か
つ
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
施
す
る
た
め
の
予
算
を
編
成
し

ま
し
た
。
水
防
災
戦
略
の
推
進
や
県
立
教
育
施
設
の
整
備

な
ど
、
県
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
着
実

に
推
進
す
る
。本
番
を
迎
え
る
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
つ
い
て
、
万
全
の
感

染
症
対
策
を
実
施
し
た
う
え
で
最
大
限
盛
り
上
げ
、
神
奈

川
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
明

確
に
打
ち
出
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
　
一
般
会
計

　

本
県
の
令
和
三
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
二
兆
四

百
八
十
四
億
千
九
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
千
四
百

四
十
八
億
二
千
九
百
万
円
、
七
・
六
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

三
　
私
学
振
興
費

　

私
学
振
興
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
額
約
六
百
七
十
五

億
五
百
四
十
九
万
余
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
約
十
六
億
九

千
四
百
七
十
九
万
余
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
き
な
要
因
は
、
私
立
幼
稚
園
へ
の
経
常
費
補
助

や
私
立
幼
稚
園
利
用
給
付
費
負
担
金
等
の
減
に
よ
る
も
の

で
す
が
、
い
ず
れ
も
実
績
を
踏
ま
え
た
経
費
を
計
上
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
一
）
経
常
費
補
助

　

私
立
学
校
の
経
常
的
な
経
費
に
対
す
る
助
成
は
、
標
準

的
運
営
費
方
式
と
補
助
率
を
維
持
し
て
お
り
、
四
百
二
十

七
億
三
千
八
百
八
十
一
万
余
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
三

億
一
千
八
百
十
九
万
余
円
、
〇
・
七
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

校
種
別
で
は
、
高
等
学
校
は
、
二
百
十
七
億
二
十
三
万

余
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
二
・
一
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

中
等
教
育
学
校
は
、
六
億
六
千
百
十
四
万
余
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
、
〇
・
六
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
は
、
五
十
七
億
二
千
四
百
十
二
万
余
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
、
〇
・
九
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
は
、
二
十
六
億
六
千
六
百
二
十
九
万
余
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
、
〇
・
四
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
二
）
高
等
学
校
等
就
学
支
援
事
業
・
生
徒
学
費
補
助
・
奨

学
給
付
金

　

家
庭
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
意
志
あ
る
高
校

生
等
が
安
心
し
て
勉
学
に
打
ち
込
め
る
よ
う
、
高
等
学
校

等
就
学
支
援
金
及
び
生
徒
学
費
補
助
に
よ
り
、
家
庭
の
教

育
費
負
担
の
軽
減
を
図
る
事
業
で
、
予
算
額
は
、
就
学
支

援
金
と
学
費
補
助
を
合
わ
せ
て
、
百
三
十
九
億
三
千
四
百

八
十
一
万
余
円
で
、前
年
度
に
比
べ
、一
・
一
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

学
費
補
助
に
お
い
て
は
、
年
収
約
七
〇
〇
万
円
未
満
の

世
帯
ま
で
の
授
業
料
及
び
住
民
税
非
課
税
世
帯
ま
で
の
入

学
金
の
実
質
無
償
化
を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
奨
学
給
付
金
に
つ
い
て
、
住
民
税
所
得
割
非
課

税
世
帯
の
補
助
単
価
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

（
三
）
小
中
学
校
等
就
学
支
援
事
業
補
助
金

　

私
立
小
中
学
校
等
に
通
う
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
教

育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
私
立
小
中
学
生
等
の
い
る
年
収

四
百
万
円
未
満
の
世
帯
に
対
し
て
授
業
料
の
支
援
を
行
う

も
の
で
、
予
算
額
は
、
二
千
五
百
八
十
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
四
）
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
補
助
金

　

東
日
本
大
震
災
や
大
規
模
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
幼
児

児
童
生
徒
の
授
業
料
等
の
減
免
措
置
を
行
っ
た
私
立
学
校

の
設
置
者
に
対
し
て
補
助
す
る
も
の
で
、
予
算
額
は
、
五

百
六
十
九
万
余
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
五
）
生
徒
学
費
緊
急
支
援
補
助
金

　

保
護
者
の
失
職
や
倒
産
等
に
よ
り
、
家
計
が
急
変
し
た

児
童
・
生
徒
の
学
費
負
担
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
授

業
料
を
軽
減
し
た
私
立
高
等
学
校
等
に
補
助
す
る
も
の
で
、

予
算
額
は
、
千
四
百
十
九
万
余
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
六
）
私
立
学
校
教
職
員
退
職
金
制
度
補
助
金

　

私
立
学
校
教
職
員
に
対
す
る
退
職
手
当
金
の
給
付
財
源

の
一
部
を
補
助
し
、
教
職
員
の
福
利
厚
生
の
支
援
を
図
る

も
の
で
、
予
算
額
は
、
九
億
五
千
三
百
六
十
一
万
余
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
七
）
私
学
団
体
助
成
費

　

私
学
保
護
者
会
連
合
会
を
は
じ
め
私
学
団
体
が
行
っ
て

い
る
教
職
員
の
資
質
向
上
や
い
じ
め
・
暴
力
行
為
防
止
研

修
等
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
、
予
算
額
は
、
六
百
四
十

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
八
）
公
私
立
学
校
協
調
事
業
費

　

公
立
、
私
立
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
公
教
育
を
担

う
公
私
の
高
等
学
校
が
協
調
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

を
生
か
し
な
が
ら
、
共
に
向
上
で
き
る
よ
う
神
奈
川
の
高

校
展
開
催
事
業
及
び
公
私
教
員
研
修
事
業
等
を
実
施
す
る

も
の
で
、
予
算
額
は
、
三
百
三
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(

九)

私
立
専
門
学
校
修
学
支
援
負
担
金

　

少
子
化
対
策
の
た
め
、
低
所
得
世
帯
で
あ
っ
て
も
社
会

で
自
立
し
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
大
学
等
に
お
い

て
修
学
で
き
る
よ
う
、
私
立
専
門
学
校
が
実
施
す
る
修
学

支
援
（
授
業
料
等
減
免
）
の
費
用
を
負
担
す
る
も
の
で
、

予
算
額
は
、
七
億
五
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(

一
〇) 

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
補
助
金

　

私
立
学
校
教
職
員
の
福
利
厚
生
の
支
援
を
図
る
た
め
、

私
学
共
済
の
長
期
給
付
事
業
の
一
部
に
対
し
補
助
す
る
も

の
で
、
予
算
額
は
、
六
億
六
千
八
百
九
十
万
余
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

以
上
が
令
和
三
年
度
当
初
予
算
の
主
な
内
容
で
す
。
今

後
と
も
、
皆
様
の
私
学
行
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

神奈川県福祉子どもみらい局
子どもみらい部私学振興課令和３年度　私 学 助 成 の 概 要
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令和 3 年度当初予算（案）私学振興費の概要 私学振興課

事　業　名　等
令和 3年度 令和 2年度

比較増減 前年度比 摘　　　　　要
当初予算額 当初予算額

[　] は内数 千円 千円 千円 ％
１ 経常費補助 42,738,812 43,057,006 △ 318,194 99.3

　教育条件の維持向上、修学上の経済的負担の軽減及び学校経営の健全性の向上を図るため、私立学校
の経常的な経費や特色ある教育への取組みに対して補助する。（1）高等学校 21,700,235 21,249,288 450,947 102.1

[ 教育改革推進費 ] [ 263,670 ] [ 263,250 ] [ 420 ]

[ 教育改革推進費 ]
○補助単価の増（次世代を担う人材育成の促進）
[ 幼稚園 ]
○補助対象園数の減園 328 園← 352 園 (24 園減 )
[ 預かり保育 ]
○補助単価の増
○補助対象園数の減 228 園← 251 園 (23 園減 )
[ 地域開放 ]
○補助対象園数の減 233 園← 240 園 (7 園減 )

（2）中等教育学校 661,149 656,948 4,201 100.6
[ 教育改革推進費 ] [ 15,028 ] [ 15,328 ] [ △ 300 ]

（3）中学校 5,724,122 5,674,939 49,183 100.9
[ 教育改革推進費 ] [ 149,340 ] [ 149,340 ] [ 0 ]

（4）小学校 2,666,299 2,655,451 10,848 100.4
[ 教育改革推進費 ] [ 76,240 ] [ 76,340 ] [ △ 100 ]

（5）特別支援学校 563,458 558,330 5,128 100.9

（6）幼稚園 9,839,913 10,808,462 △ 968,549 91.0
[ 預かり保育推進費 ] [ 351,540 ] [ 375,033 ] [ △ 23,493 ]
[ 地域開放推進費 ] [ 150,800 ] [ 155,000 ] [ △ 4,200 ]

（7）専修 ･ 各種学校 1,583,636 1,453,588 130,048 108.9
[ 高等課程 ] [ 282,195 ] [ 238,855 ] [ 43,340 ]
[ 専門課程 ] [ 1,301,441 ] [ 1,214,733 ] [ 86,708 ]
[ 一般課程 ･ 各種学校 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ]

２ 私立幼稚園特別
支援教育費補助 1,697,360 1,895,712 △ 198,352 89.5 　障がいのある幼児とともに学び、ともに育つ保育を推進するため、障がいのある幼児を受け入れる幼

稚園に対して補助する。
○補助対象園児数の減 2,310 人← 2,568 人 (258 人減 )

３ 高等学校等就学
支援事業費 10,431,787 10,156,229 275,558 102.7 　家庭の状況にかかわらず、すべての意志ある高校生等が安心して勉学に打ち込めるよう、高等学校等

就学支援金及び生徒学費補助により、世帯の教育費負担の軽減を図る。
○年収約 700 万円未満の世帯までの授業料及び住民税非課税世帯までの入学金の実質無償化を着実に実
施する。

(学費補助金の制度)
　　〇授業料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:円)

４ 私立高等学校等
生徒学費補助金 3,503,025 3,619,403 △ 116,378 96.8

（1）高等学校等 3,394,643 3,527,661 △ 133,018 96.2

（2）専修学校高等課程 108,382 91,742 16,640 118.1

５
外国人学校生徒等
支援事業費 167,663 167,663 0 100.0 　外国人学校に通う子ども達が安心して学ぶことができるよう、所得に応じて学費負担の軽減を図るた

めに補助する。

６ 小中学校等就学
支援事業補助金 25,800 25,800 0 100.0 　私立小中学校等に通う児童・生徒が安心して教育を受けられるよう、私立小中学生等のいる年収約

400 万円未満の世帯に対して授業料の支援を行う。

７ 被災児童生徒就学
支援補助金

5,697 17,986 △ 12,289 31.7 　東日本大震災や令和元年台風第 19 号等により被災した幼児児童生徒の授業料等減免措置を行った私立学校
の設置者に対して補助する。

８ 私立学校生徒学費
緊急支援補助金

14,191 14,191 0 100.0 　保護者の失職や倒産等により、家計が急変した児童・生徒への影響を軽減するため、授業料を軽減し
た私立高等学校等に対して補助する。

９ 私立高校生等奨学
給付金事業費

538,602 539,816 △ 1,214 99.8 　生活保護世帯、住民税所得割非課税世帯の私立高校生等に対し、授業料以外の教育費負担を軽減する
ため、奨学給付金を支給する。
　・生活保護世帯　　　52,600 円
　・住民税非課税世帯　第１子 129,600 円　　第２子以降 150,000 円　　通信制 50,100 円

10 私立専門学校生徒経済
支援実証研究事業費

8,861 9,133 △ 272 97.0 　国の「専門学校生への効果的な経済的支援の在り方に関する実証研究事業」への参加を通じて、県内専
修学校専門課程に在学する生活保護世帯等の生徒に対し、学費負担の軽減を図るための支援を行う。

11 私立幼稚園施設
整備費等補助

524,180 102,442 421,738 511.7 　幼児教育の質の向上に必要な遊具等の整備や職員の業務負担を軽減するための費用、認定こども園へ
の移行に係る事務負担軽減や耐震化工事のための費用の一部を補助する。
・認定こども園移行幼稚園耐震化工事費補助 418,829千円
・私立幼稚園緊急環境整備費補助 81,192千円
・私立幼稚園移行準備費補助 6,160千円
・私立幼稚園園務改善費補助 17,999千円

12 私立学校教職員
退職金制度補助金 953,619 953,619 0 100.0 　私立学校教職員の福利厚生を支援するため、退職手当金給付財源の一部を補助する。

・補助率　　県　19/1000
・補助率　　県　14/1000
・補助率　　県　19/1000

（1）
（2）
（3）

小 ･ 中 ･ 高等学校
幼稚園
専修 ･ 各種学校

503,599
376,634
73,386

503,599
376,634
73,386

0
0
0

100.0
100.0
100.0

13 私学団体助成費 6,400 6,400 0 100.0 　私立中学高等学校協会他４私学団体の教職員の資質向上やいじめ・暴力行為防止研修事業費等及びそ
の他３団体へ補助する。

14 公私立学校
協調事業費

3,300 3,160 140 104.4 　公私立高等学校による協調事業を実施する。
・神奈川の高校展事業　1,080千円　・公私教員研修事業　20千円　・仕事のまなび場事業　2,200千円

15 幼稚園教員復帰等
支援事業費

1,727 1,727 0 100.0 　幼稚園の人材確保を支援するため、潜在幼稚園教員の復帰を促進するための現場見学、就職相談会を
実施する。

16 私立学校グローバル教育
推進事業費補助

0 5,200 △ 5,200 皆減 【新型コロナウイルス感染症感染防止のため令和３年度は事業を休止します】

17 私立幼稚園利用給付費
負担金

5,402,251 6,117,109 △ 714,858 88.3 　少子化対策のため、子ども・子育て支援新制度に移行していない幼稚園（私学助成園）の利用料を負
担する。

18 実費徴収補足給付事業費
補助（私立幼稚園）

24,322 103,974 △ 79,652 23.4 低所得世帯等の園児を対象に、副食材料費の経費として市町村が行う給付費の一部を負担する。

19 私立専門学校修学支援
負担金

750,000 1,368,288 △ 618,288 54.8 　少子化対策のため、低所得世帯であっても社会で自立し活躍できる人材を育成する大学等において修
学できるよう、高等教育の修学支援（授業料等減免）を着実に実施する。

20
学校連携観戦チケット
関連事業費

3,186 3,186 0 100.0 　東京2020大会の会場観戦を通してスポーツのすばらしさ等を体験し、一生の財産として心に残る大
会とするため、子どもたちに東京2020大会の観戦機会を提供する。

21 その他 704,708 1,032,240 △ 327,532 68.3

合　　　　計 67,505,491 69,200,284 △1,694,793 97.6

　

　区分 支援額
合計 就学支援 学費補助

生活保護世帯、
住民税非課税世帯 208,000 0 208,000

年収約 270 万円以上
年収 750 万円未満世帯 100,000 0 100,000

高等学校等 補助額（円） 小中学校 補助額（円）

生活保護相当世帯・年収 270 万円程度未満世帯

396,000

生 活 保 護
相 当 世 帯 168,000

年収 270 万円程度以上　年収 350 万円程度未満世帯 住民税所得
割 非 課 税 149,000

年収 350 万円程度以上　年収 590 万円程度未満世帯 一 定 所 得
基準額以下 90,000

区　　　分 支援額
合　計 就学支援 学費補助

生活保護世帯

444,000
396,000 48,000住民税非課税世帯 ( 年収 270 万円未満世帯 )

年収約 270 万円以上年収 590 万円未満世帯

年収約 590 万円以上年収 700 万円未満世帯 118,800 325,200

年収約 700 万円以上年収 750 万円未満世帯 193,200 118,800 74,400

年収約 750 万円以上年収 910 万円未満世帯 118,800 118,800 0

〇入学金　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　(単位:円)
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２
０
２
０
年
度
下
半
期

主
な
行
事
へ
の
出
席

◆
４
月
29
日
（
木
）

　

神
奈
川
全
私
立
中
学
相
談
会
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ

◆
５
月
11
日
（
火
）

　

２
０
２
０
年
度
会
計
監
査

　
（
吉
成
・
浅
見
会
計
理
事
、
木
村
・
稲
葉
監
事
）

◆
５
月

　

２
０
２
１
年
度
定
時
総
会
（
書
面
総
会
）

◆
７
月
18
日
（
日
）

　

神
奈
川
全
私
学
（
中
・
高
）
展

※ 

７
月　

日
本
私
学
保
護
者
会
連
合
会
総
会

　

８
月　

関
東
地
区
私
学
保
護
者
会
連
合
会
総
会　

こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定

◆
11
月
4
日
（
水
）

　

私
学
振
興
全
国
大
会
（
鴨
下
会
長
他
役
員
５
名
）

◆
12
月
9
日
（
水
）

　

�

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
度 

第
１
回
「
い
じ
め
・
暴
力
行
為
問

題
対
策
協
議
会
」（
鴨
下
会
長
、
深
谷
副
会
長
、
金
子
副
会
長
）

◆
12
月
21
日
（
月
）

　

 

令
和
２
年
度 

「
人
権
・
同
和
及
び
い
じ
め
問
題
対
策
研
修
会
」

　
（
鴨
下
会
長
、
深
谷
副
会
長
）

◆
１
月
15
日
（
金
）

　

私
学
新
春
の
つ
ど
い
（
開
催
中
止
）

※ 

神
奈
川
県
私
学
振
興
大
会
、
神
奈
川
県
主
催
会
議
等
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

神
奈
川
県
私
学
保
護
者
会
連
合
会 理

事
　
庄 

司 

由 

紀

（
横
浜
富
士
見
丘
学
園
中
等
教
育
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

神
奈
川
県
私
学
保
護
者
会
連
合
会 

副
会
長
　
深 

谷 

祥 

子

（
藤
嶺
学
園
藤
沢
中
学
校
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
担
当
役
員
）

神
奈
川
県
私
学
保
護
者
会
連
合
会

副
会
長
　
金 

子 

晃 

久

（
英
理
女
子
学
院
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問
）

　

11
月
4
日
水
曜
日
に
東
京
都
港
区
芝
公
園
の
メ
ル
パ
ル
ク

ホ
ー
ル
で
私
立
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
私
学
振
興

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
私
学
振
興
全
国
大
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
を
避
け
る
た
め
例
年
よ
り
か
な
り
少
な
い
出
席
数
と
な
り

ま
し
た
が
、
無
事
開
催
で
き
実
り
あ
る
機
会
で
し
た
。
大
会

壇
上
に
は
例
年
よ
り
も
多
く
の
国
会
議
員
の
方
々
が
御
来
賓

と
し
て
い
ら
し
て
く
だ
さ
り
、
私
学
へ
の
理
解
と
保
護
者
の

思
い
を
お
伝
え
し
、
次
の
４
点
を
決
議
致
し
ま
し
た
。
大
会

は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
致
し
ま
し
た
。
公
的
助
成
の
数
字
は

上
向
い
て
来
て
は
い
ま
す
が
公
私
間
格
差
は
な
か
な
か
是
正

す
る
事
は
能
わ
ず
、
さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
充
実
を
求
め
て

い
く
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
明
る
く
豊
か
な
未

来
に
向
け
て
弛
ま
ぬ
努
力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
福
祉
子
ど
も
み
ら
い
局
子
ど
も
み
ら
い
部
私
学

振
興
課
が
主
催
す
る
「
い
じ
め
・
暴
力
行
為
問
題
対
策
協
議
会
」

に
出
席
し
ま
し
た
。
同
課
長
の
山
中
様
、
私
立
中
学
高
等
学

一�

、
私
立
高
等
学
校
等
の
経
営
の
健
全
化
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
及
び
教
育
諸
条
件
や
施
設
設
備
の
整
備
の
た
め
、
私
立

学
校
振
興
助
成
法
に
基
づ
く
所
要
の
補
助
金
等
の
大
幅
な

拡
充
を
図
る
こ
と

一�

、
学
校
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
現
に
向
け
て
、
私
立
学
校

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
所
要

の
補
助
金
等
の
大
幅
な
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
を
高
等
学
校
段
階
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
。

一�

、私
立
高
等
学
校
等
施
設
の
耐
震
化
の
早
期
実
現
と
既
存
の

施
設
設
備
の
更
新
、
長
寿
命
化
の
た
め
、
所
要
の
補
助
金

等
の
大
幅
な
拡
充
を
図
る
こ
と

一�

、私
立
学
校
保
護
者
の
負
担
軽
減
及
び
公
私
間
格
差
是
正
の

た
め
、
私
立
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制
度
の
拡
充
と
私

立
小
中
学
校
等
就
学
支
援
金
の
恒
久
化
を
図
る
こ
と

私
学
振
興
全
国
大
会
に
参
加
し
て

２
０
２
０（
令
和
２
）年
度 

第
１
回

い
じ
め
・
暴
力
行
為
問
題
対
策
協
議
会

２
０
２
０
年
11
月
4
日（
水
）東
京
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル

２
０
２
０
年
12
月
9
日（
水
）私
学
会
館
講
堂

　

こ
の
研
修
会
は
、
人
権
意
識
を
養
う
視
点
か
ら
、
私
立
学

校
（
幼
・
小
・
中
・
高
・
中
等
・
特
別
支
援
・
専
修
・
各
種
）

の
教
職
員
を
対
象
に
人
権
尊
重
の
精
神
を
深
め
学
校
等
に
お

け
る
人
権
教
育
に
関
す
る
指
導
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
い
じ
め
問
題
対
策
研
修
会
は
、
私

立
学
校
に
お
け
る
、
い
じ
め
等
の
生
徒
指
導
上
の
諸
問
題
に

つ
い
て
、
そ
の
背
景
や
各
課
題
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
各
学
校
の
教
員
が
具
体
的
な
事
例
を
基

に
、
課
題
解
決
に
向
け
た
手
法
等
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
得

て
、
自
校
の
問
題
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
1
部
講
演
で
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
か
ら
の
情
報
で
な
ん
と

な
く
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
言
葉
、
概

念
を
と
り
ま
く
現
状
を
解
説
い
た
だ
き
、
人
口
の
３
～
５
％

1
ク
ラ
ス
に
１
～
2
人
の
割
合
で
い
る
こ
と
、
性
的
指
向
≠

性
嗜
好
障
害
で
あ
る
こ
と
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
＝
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
を
明
確
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
、
間
違
っ
た
認
識
か
ら
偏
見
や
差
別
を
生
み
、
健
康
阻
害

令
和
２
年
度 

人
権
・同
和
及
び
い
じ
め
問
題
対
策
研
修
会

２
０
２
０
年
12
月
21
日（
月
）私
学
会
館
講
堂

校
協
会
理
事
長
の
工
藤
様
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
私
学
振
興
課

の
宮
崎
教
育
指
導
主
任
に
よ
り
、
２
０
２
０
年
10
月
20
日
に

記
者
発
表
さ
れ
た
「
令
和
元
年
度
神
奈
川
県
児
童
・
生
徒
の

問
題
行
動
等
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
」
の
概
要
を
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
に
成
立
し
た
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
で
は
、

い
じ
め
に
対
す
る
「
組
織
」
を
作
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
学
校

で
の
い
じ
め
対
策
に
組
織
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
で
の
中
傷
が
増
加
す
る

中
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
言
わ
れ
急

変
す
る
情
勢
に
学
校
も
保
護
者
も

苦
慮
し
て
い
る
と
の
意
見
交
換
が

多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
保
護
者
の
労
働
環
境
の
変

化
も
激
し
く
、
保
護
者
会
連
合
会

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き

る
の
か
模
索
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
少
し
で
も
み
な
さ
ん
の
笑
顔

が
増
え
る
よ
う
な
施
策
を
検
討
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

や
メ
ン
タ
ル
面
へ
の
悪
影
響
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
こ

と
、
な
ど
を
知
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
世
界
に
ど
ん
ど
ん
拡
が
り
、

親
か
ら
み
え
な
い
交
流
、
情
報
が
交
錯
し
て
い
ま
す
。

　

第
2
部
の
講
演
で
は
、
神
奈
川
県
私
学
振
興
課　

教
育
指

導
主
任
宮
崎
佑
詩
氏
か
ら
神
奈
川
県
の
現
状
に
つ
い
て
の
解

説
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
鈴
木
氏
の
ご
講
演
を
伺
い
ま
し
た
。

い
じ
め
の
認
知
件
数
は
、
年
々
上
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
こ
の
傾
向
は
、
い
じ
め
が
増
え
て
い
る

の
で
は
な
く
、
先
生
方
の
初
期
対
応
や
些
細
な
こ
と
と
思
わ

れ
る
こ
と
で
も
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
と
ら
え
、

そ
の
い
じ
め
解
消
率
が
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
現
場
の
先
生

方
の
努
力
の
結
果
と
と
ら
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
時
代
で
す
が
、ア
ン
ケ
ー
ト
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法

が
、
早
期
発
見
、
対
処
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、
先
生
と
の
信

頼
関
係
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。
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